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He"lS]-/ddrl等 (∇S(r7)2-争 (r72･芸S(r14], (1)
但しS(7)は秩序変数場であり､K(rl(≧0),T(r7に不純物の効果が含まれる.また秩序化の動力学
を記述する方程式は次式の時間に依存したGinzburg-Landau方程式 (TDGL方程式)である｡












































































































∂i 2 ∂x2 +S(I,iト S(I,f)3-fR6(3)S(3:,i)+7(3',i) (10)
となる. ここで7(x,i)は熟揺動力であ.り､以下では熱揺動力を無視する｡
(6)式には次の2つの境界条件を満たす線形安定な定常解が存在する｡一つは境界条件



































この項から並進運動のモードを取り出すため(13)式両辺にJニ ゐ班 毎 牢 を施す.不純物と界
面が充分離れている (匝oI≫ er)場合の界面の遵動方程式を求めると
g翠 ニ ー16sign(xo,exp'-2Ixo/<'･o'exp(-4lxo/EL' ･q-蔦 dx'静 2 (16'
となる｡これよりキンクー不純物間には､指数関数的短距離引力が働く事が分かった｡またこれ
は一次元キンクー アンチキンクの相互作用と本質的に同一の形となっている｡
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